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常識を覆せないのであれば、実験成績

証明書を提出したとしても参酌され

ず、拒絶理由を解消することはできま

せん。

３．発明の詳細な説明の記載不足を補

うための実験成績証明書

発明の詳細な説明の記載が不足して

いるために、実施可能要件違反やサ

ポート要件違反が指摘された場合、出

願後に実験成績証明書を提出してその

記載不足を補うことも考えられるかも

しれません。

しかしながら、そのような実験成績

証明書は参酌されず、拒絶理由を解消

することはできません。

具体的には、例えば医薬発明におい

て、出願時の発明の詳細な説明に薬理

試験方法や薬理試験結果が記載されて

いなければ、薬理試験方法および薬理

試験結果の記載されている実験成績証

明書を後から提出したとしても参酌さ

れず、拒絶理由は解消しないこととな

ります。

また、例えば組成物の発明におい

て、出願時の発明の詳細な説明にその

組成物の原材料や製造条件が記載され

ておらず、これらが出願時の技術常識

弁理士法人　藤本パートナーズ　横田 香澄◇弁理士

１．はじめに

出願人は、実施可能要件違反

およびサポート要件違反の拒絶理由通

知に対して、実験成績証明書を提出す

ることにより反論、釈明等をすること

ができるとされています（特許・実用

新案審査基準　第Ⅱ部第１章第１節

４.２、第２章第２節３.２）。

しかしながら、審査過程において必

ずしも実験成績証明書が参酌されるわ

けではないので、注意が必要です。

２．技術常識を裏付けるための実験成

績証明書

出願時の技術常識を考慮したうえ

で、実施可能要件違反やサポート要件

違反の指摘がなされた場合、例えば出

願人は、意見書において審査官が判断

の際に考慮した技術常識とは異なる技

術常識を示しつつ、その技術常識を実

験成績証明書で裏付けることにより、

審査過程においてその実験成績証明書

が参酌され、拒絶理由を解消すること

ができます。

ここで重要なのは、審査官が判断の

際に考慮した技術常識とは異なる技術

常識を、例えば技術文献等で示すこと

です。つまり、審査官が考慮した技術

であるということもできないのであれ

ば、出願後に実験成績証明書を提示し

て原材料や製造条件を明らかにしたと

しても参酌されず、拒絶理由は解消し

ません。

しかしながら、逆に考えると、出願

時の発明の詳細な説明に記載不足がな

いのであれば、その記載に沿った追加

の実験データを示す実験成績証明書は

参酌される可能性があるということに

なります。

４．おわりに

このように、審査過程において必ず

しも実験成績証明書が参酌されるわけ

ではありません。

特に前記３．に関して、出願までに

不足なく実験データをそろえることは

難しいところですが、出願時の発明の

詳細な説明に実験条件や予測される効

果等を記載しておくことで、後日提出

する実験成績証明書が参酌される可能

性を高めることができると考えられま

す。また、実験成績証明書を提出する

にあたっては、発明の詳細な説明の記

載に沿った実験データとなるよう、注

意が必要です。

記載不備の拒絶理由通知に対して、実験成績証明書を提出して応答することを検討していま
す。実験成績証明書の提出によって、拒絶理由を解消できますか？
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